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機

両

本機は、洗車使用にはなっておりませんので洗車にはご使用にならないで
ください。











本機は、上昇をエアーで下降を自重で行うエアー作動式リフトです。足踏みペダル





車両

車両乗り込みの際は本機を完全に降ろしてください。車両や本機の破損
につながります。



（３）リフト上昇操作

両

①　エクステンションアームのアタッチメント(もしくはゴム板)をジャッキアップポイントの真下

　　へセットしてください。

②　アタッチメント(もしくはゴム板)をジャッキアップポイントに合わせ､コントロールボックス

　　の足踏みペダルを上昇側へ操作し､ジャッキアップポイントにアタッチメント  (もしくはゴム

　　板)が到達した時点で､足踏みペダルを中立位置に切り替え本機動作を一旦停止させ､アタッチ

　　メント(もしくはゴム板)が車両の正しいジャッキアップポイントへセットされていることを確

　　認してください。

　　確認後､足踏みペダルを上昇側へ操作し前後のタイヤが1～2ｃｍ程度浮き上がった状態まで

　　ジャッキアップし､足踏みペダルを中立位置に切り替え本機動作を一旦停止させます。

③　停止後､車両を前後に軽く揺らし､ジャッキアップのバランス状態(前後の荷重偏り)の良否を確

　　かめます｡

　　※1　バランス状態が悪い場合は､ 足踏みペダルを下降側へ操作し､一旦リフトを下降させ､ 車

　　　　  両のセッティングをやり直してください。

④　バランス状態確認後､ 再度足踏みペダルを上昇側へ操作し本機のストロークエンド位置まで

　　(供給される圧縮エアの音が無くなるまで)車両を上昇させてください｡

⑤　ストロークエンド位置上昇後は足踏みペダルを中立位置へ操作し本機動作を停止してください｡

      本機停止後は､安全装置(ストッパー)が正常に利いているか目視にて確認してください｡

  　 ※2　ストッパーが正常に利いている場合は､本機テーブルに対し垂直状態となり､下テーブル

　　　　  から5ｍｍ程度浮いた状態となります｡

      安全装置(ストッパー)が正常に利いていない(※2 状態でない)場合は足踏みペダルを下降側へ

　   操作し､一旦リフトを下降させ､車両のセッティングをやり直してださい｡

※車両の重心は必ずしもホイールベースの中心というわけではありませんので、車両の

セッティング位置は、十分に考慮してください。



車両ジャッキアップ時､必ず安全装置(ストッパー)が正常に利いているか

確認してください。重大な事故へとつながります。

本機の能力を越える車両はジャッキアップしないでください。

本機損傷へとつながります｡

人が乗車した状態でジャッキアップしないでください。

人身事故へとつながります｡

必ずアタッチメントの中心に荷重が加わるようジャッキアップポイントへセット

してください。また､偏荷重での使用はしないでください。 

自動車メーカーが指定するジャッキアップポイント以外の部分で支持しないで

ください。車両の変形･荷重バランスの悪化により重大な事故へとつながります。

警　告



（４）リフト下降操作

（５）車両退出

①　コントロールボックスの足踏みペダルを下降側へゆっくり操作しリフトを下降させます。

　　※足踏みペダルを下降側へ操作しても安全装置(ストッパー)が解除されず下降しない場合は､

　　　足踏みペダルを上昇側へ操作し､一旦リフトをストロークエンドまで上昇させた後､再度下降

　　　させてください。

①　コントロールボックスの足踏みペダルを下降側へ操作しリフトを最低位まで下降させます。

　　次に､エクステンションアーム(もしくはゴム板)を元の定位置へ戻してください｡

②　本機から車両を退出してください｡

（６）終業点検

作業終了後はアタッチメント･ゴム板･テーブル等の汚れを取り除き､正常に動作するか

確認してください。

異常が発見された場合は本機の使用を禁止し､ 直ちにお買い上げの販売会社へ連絡く

ださい｡

下降中の車両を急停止させないでください.

車両の落下や本機損傷へつながります。

車両退出の際は本機を最低位まで下降させてください｡

車両や本機損傷へつながります。

車両の上昇･下降させる場合に車両の下､または周辺に人や物がないことを確認

してください｡重大な事故へとつながります。



期　間

1ヶ月毎

点　検 点検項目 点　　検　　要　　項

各ボルト・ナット

ロック解除シリンダーステー

緩み

ボルトの緩み

作動
摩耗・破損

亀裂
エアー漏れ

円滑な作動
摩耗・破損

回転

増し締めする。

増し締めする。

確実に作動するか。
有害な摩耗・破損はないか。

空気バネ表面にヒビ割れ、亀裂がないか。
エアー漏れがないか。

スムーズに作動するか。
有害な摩耗・破損はないか。

スムーズに作動するか。アーム部

ストッパー

空気バネ

各リンク部





両







令 和  ３ 年 ４ 月 １ 日

令 和  年 月 日

令 和  年 月 日




